
 

 

 
 

・問題解決力とは 

自分の周囲の状況を俯瞰的に捉え、論理的に分析する力、 

そしてそこで見えてきた問題の解決策を見出す力が、問題解決能力です。 
 
医療現場で起きる様々な問題に対して 

  本質的な打ち手を選択できる力を 
身につけませんか？ 

 
 

未来医療 GP 主催・チーム医療教育共催 

『問題解決能力トレーニング研修』 
を開催します。  

開 催 案 内 
日時：平成 28 年 1 月 16 日（土） 9：00～18：30 

～17 日（日） 9：00～16：30 （２日間） 

場所：筑波大学医学医療系 ４Ａ411 

講師：守屋 文貴 先生 
（㈱アクリート・ワークス 代表取締役社長、筑波大学非常勤講師） 
横浜市立大学医学部卒業 
医師／コーチ養成機関ＣＴＩジャパン応用コース修了／米国NLP協会認定マ
スタープラクティショナー／Humanvalue 社認定ワールドカフェプラクテ
ィショナー／Humanvalue 社認定組織改革プロセスファシリテーター／
MBTI® 認定ユーザー 

対象：筑波大学附属病院教職員 

定員：２０名 （申込先着順ですが、２日間参加可能者を優先します） 

内容：問題に対する絶対解はありません。しかし、問題解決にはステップがあります。 
その基本ステップを丁寧に踏むことで、どんな人でもより効果的な打ち手を考え 
やすくなります。さらに、今回の研修では、「システム思考」の考え方を用いて、 
実際に医療現場で起きている難しい問題の解決に取り組みます。 
※システム思考：目の前にある事象だけを見て対処するのではなく、物事や状況の 全体像や構造を理解し、小さな力でも 大

きく構造を変えられるポイントを見つけて変革するための手法。1950 年代、マサチューセッツ工科大学で開発され、 ビジネ

ス、環境問題、社会変革など様々な分野へ応用されている。  

研修等のお問合せ・お申込み 

URL http://www.hosp.tsukuba.ac.jp/ 
mirai_iryo/kensyu.php 

筑波大学附属病院 総合臨床教育センター 

  総合診療医養成事業推進支援室（担当 横谷） 
Tel    : 029-853-3101 
E-mail ：primary @ 

md.tsukuba.ac.jp 

http://www.hosp.tsukuba.ac.jp/

